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第7 @運営協議会開催

7月2 7日､県津庁含において第1回運営協議会

を開催しまLrL T窺議会委員の中から､会長に棚橋

尉行(三重県医師会理事)､副会長に北候ます(N

P O法人三重難病連)を選出し､相肺喜会長の進行に

より議事を進めましたo

議事は(1 ) 1 8年度事業について(2)就労相

談の内容と現状について(3) N PO法人三重難病

達について､事務局およびN P O法人三重難病連会

長から説明をし､委員との意見交換を行いました｡

意見交換では､相談や交流会､団体育成について

質問や意見があり､昨年度の相談件数や支援し立ち

上げた団体は2匡体について説明しました｡また､

就労についての意見が交わされました｡昨年度39

件(消化器疾患17､神経･筋疾患8など)就労の

相談がありましたo就労の実態や他県の就労対策の

取り剰]み､患者に関わっている委員から｢正社員か

ら曙格｣ ｢難病だから仕事はない｣と言われた悪者

の声が紹介されましたoセンターが出来たことで就

労相談が出てきたともいえますが.三重労†軌局やハ

ローウークと連携をとりなから､センターでは年5

回開催の地1或難病相談会でもフ-スを設け相談や

情報提供､施策への提言をしていきたいと思いますo

ご出席の委員から､今後医療制度改革で医療力甲良

定される可能性の指摘もあり情幸田屋供をしたい､生

の声を上げ協力や患者家族のサポートをしていき

たいなと､積極的な委員からのご意見や助言をいた

だき､心強く感じました｡
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【運営協議会委員】

棚キ酢桁(三重只医師会王押)　北帽ます(NPO法人≡吏難

病達会長)　成EB百喜(三亜県難病医療連絹協議会芸長)

田中煉雄(三塁労l軌冠局長)　岡部忠澄(三重L,Pt都市福祉事拐

所長芸芸良)　吉田由布(三重県市町村保健師芸幹事)　市JIL

あr7み(三tEl,T.TJこ章協㌫引王坪野)　横山久美子(三斬ミ三月間

看護ステーション1品絵詞冠聖等)　杉本郁夫(三81.?.手1芸福

子LlT蒜議会サービス支援吉脹)　森下ひろい(三重1,EjT<介;斬討止士

会会長)　上告院嗣(≡吏県ソーシャル7-カー!品玉空事)小

西孝(三重県ボランティア協会吾昌己)　力nB哀充子(三空県保任だ

所長会伊賀保健所長)西口裕(三蚕県侶空康福祉告医療政策監)

県会議員調査活動に来所
8月3田､難病椙云妓援センタ1=､県議会健康

福祉病院常任委員会の議員6名力唄内調喜活動の

ため来所されました｡吉川委員長の挨拶の後､セン

ター設置にかかる経緯や1 7年度センター活動､難

病相談支援センターの課題などについて県健康つ

くり室宮川室長およびN P O法人三重難病達北慣

会長より説明をしました｡

意見交換では､現在の活発な取り組みを続けてい

ただきたい､センター登看諸に地1或のばらつきが見

られるので広報など市町との連携を強めていくこ

とが重要､就労問題や就学問題等ハローワークや学

校等との連携も重要等出されましたo

i-: :.i-__I L-~- ~ -'.i



匿詔捌J
わたしにとって.

患者会と.書7
-まず､みなさん､会に関わることになったき

っかけは何でしたか-

米田/母親が患者で

交流芸に出席

していたのが

きっかけです｡

小さな重複の

(
一▲　｣

病気や障害のお子さんを抱えた規が中

心､会報は手喜き｡当時は独身で動き易

い立場でしたのでお手伝いすること
に･ ･ ･

寺由/2 0 0 0年に緊急入院｡本で調べてもわ

ずかなデーターと説明しかないので不

安が葛るばかり｡病気が濡ち着いた3年

後､保健師のご協力で｢もっと知りたい｣

｢同病の万と芸いたい､話したい｣の一

心で会を立ち上げました｡原乱切でかなっ

た時の安心感は忘れられません｡

佐藤/ l B Dというのは炎症性の腸疾患です｡

2 - 3年前の入院中､その病院で会を立

ち上げることになり中東先生(管理栄養

士)力世話役を｡貴事制限等大変で､個々

に症状は違いますが､私は手術もでき自

害業を弟と営んでいますので役員にか

かわらせていただくことになりました｡

達村/平成4年の妻に

呂委断を受け松阪

保健所でパーキ

ンソン病,脊髄小

脳変性圧の芸で

交流芸に萎DO L

ている中｢三重にも芸を｣ということで

保健師の力添えのもと立ち上げました｡

油忘/恵子が先天性心臓病と言われ入芸した

のがさつかけです｡年1回の総芸やキャ

ンプに筆力0しなかざら､運営委員として要

特集｢わたしにとって患者会とはつ｣

こ:.I一l.ll

･日本てiL'かんtaT; CE)a)芸) =i･1㌘貰己円

弧　　　　　　　　　　　　　　　　米田　拒む　民

･カメI BDt!左己入代式　　　　　　　　　　Lろ二蘇　由掠】托

･ SCD三!7･の/i;TT己に　　　　　　　　　　1空相　中生　氏

･三並J亡瀧を守る/三種占吾主3　　　　　　　　′EhE三千L7]jl　氏

･みスPBCの去去f;　　　　　　　　　　　寺田　悦子　氏

聞き手　｢セソタ一二1-ス｣願J日当　　　　北　傾　ま　す

望を県庁吉課や県議会議員にお願いに

行ったり相談会を問いたりなど､三重県

害地で盛んに活動してきました｡

一役負になってそれまで気づかなかったこと

や自分自身が変わったなと思うことはあり

ます力｣

寺田/人にお世話になるだけの心苦しさに悩

み出したところだったので､同じ不安や

悩みを抱えた方のお役に立てることに

喜びと生き甲斐を感じています｡ある会

員から｢芸があるだけでタ喜しい｣と言っ

て頂いたことが支えになっています｡ま

た､組織力の偉大さを痛感しました｡

米田/ ｢悩んでいるのは自分だけではない｣と

思えるようになりました｡芸員のニーズ

を把握しながら活動にどうつなげてい

lナ(乱＼いか考える日々が続いています｡

達村/二コースや情報の入りにくい方に､書類

の手続きの仕方や病気について教えた

とき､本当に喜んでいただけました｡

佐藤/患者自白なので｢むりせんとこ･ ･ ･

できる垂調で､　'P

でることをで

きる時にむり

せすやって行

こう!｣と｡

会報も年3回の予定を2回にしたり､手

書きでいいと気軽に発行したりしてい
ますo

寺由/私たちもA 4で手空きです｡稚拙ですが

気楽に集まった原稿で出しています｡

佐藤/無理せすt､原稿があれば出すという貝合

です｡

油島/情報がよく入り､友達かできました｡病

気や病院､社芸の動きについて考えるこ

とかできました｡病院に別しても､ ｢患



者と医師｣という関係だけではなく､病

院をよくするための願いや要望を出し

改善していただきました｡

一患者会は会見にとって大きな支えとなって

いると思いますが､皆さんの会の特種的な活

動といえばなんでしょうか､紹介してくださ

い｡-

佐藤/講演会､交流芸､芸報発行の他､家族

同士で交流し合う場を企画して｢お母

さんをサポートする芸｣などを､世話

人1 - 2名が出向き地域ごとで開催で

きないかと計画をしています｡

達村/来年は3年目になるので､より活動を充

実させたいと思っています.

寺田/私たちは､吐き出しロとして｢座談芸形

式｣を当分続けていこうと思っています｡

その中に先生にも入っていただいてい

ます｡

米田/以前は､講演芸の後､質疑応答形式で柊

わっていましたガ､講演芸の後､少人数

でグループワークをし､悩んでいること

をピアカウンセリングで出していく場

を作っています｡会員さんのパンやさん

や作業所を見学する交流もしています｡

一･一相談会ではどんな内容が多いの?-

米田/病院紹介です｡転勤してきた方などは､

他の万に相談できないことですね｡

寺日/病院や薬です｡地域別の患者数､病院別

の患者数､専門医のリストなどの資料配

付もしました｡

佐藤/ ｢体験談を聞きたい｣という万力で多いで

す｡医師に聞かれたくなし＼聞いても分

からない､聞きにくい日常生活のことで

す｡ ｢食事やトイレ｣などは､どんな工

夫をしているか､みんなOM本験をみんな

矢0りたいのです｡ ｢就労｣は｢頑張れ｣

としか言いようがないし､ ｢手術｣は個々

で判捗斤してもらうしかないのですg

油島/私のところは

大体病院は決

まっているこ

とが多いので､

相談は､医師

とのかかわり

や園や学校､先生など教胃関係､子胃て

特集｢わたしにとって患者会とはつ｣

問題が多いです｡

一工夫､苦労されている点は?I

寺田/いつでも喜任でも交代できるようにさ看動

の世話人を呼びかけていますが､中高年

が圧倒的に多いことと各地に点在して

いる為なかなか難しい｡でも､自主的に

喜んで参力Dして頂きたいので焦らす､に

待ちたいです｡

逗村/薬の効き目についてや副作用があるが

どうしたらいいかなどの相談ですね｡

佐藤/去員の二-ズや｢こんなことをしてほし

い｣の声が届かないのでつかみにくいの

で､アイデアを出し合いたいです｡

米田/人口の1割位の患者がいるといわれて

いますガ芸員の拡大や世話人の拡大が

課題｡予算面でも厳しいが活動を充実さ

せたいです｡

- ｢あなたにとって患者会とは何ですか?-

寺田/ ｢安らぎの場｣

です.些糸田なこ

とでも話せ解り

合えるので7Tiツ

とするのです｡ ･＼

当事者だけしか

解らないのは当　　　J~ぺ

然であることに気つき､群淵拝に刈9

る不満が消えました｡周囲の誰かでな

く自分でよかったと思っています｡

油島/勉強の場です｡子どもの入院手術で親

の動揺を体験して初めてその立場に

なり､皆さんに寄り添えるようになり

ました｡子どものことだけでなく､自

分が成長でき､視野が広くなり､いろ

いろ考えるようになりました｡

佐藤/自分が発病した時にたくさんの万に

お世話になりました｡ Sは､その恩返し

の場所です｡少しでもお役に立てればと

思っていますb

達村/気心許せる話ができる場です｡病気の

こと以外の合併症なども勉強でさ､外出

する事で自分の健康も確かめられます｡

米田/ポスターに｢悩んでいるのはあなただ

けではありません｣とあります力＼仲間

との出会いです｡
-どうもありがとうございました-



川体紺介

L鮎患者劉姻醐紛幽｣
三重県内には､多くの難病患者家族会力や､病気を正しく知るための勉強芸や病気に員けない気持

ちになるよう交流会や講演会を開いたり､会報で医療や福祉､教育などの情報を伝えたり､難病患

者家族の願いや思いが反映されるよう国や県､関係､機関にさまざまな働きかけをしたりしていま

す｡ここに紹介しました団体以外にも.交流会を開いている悪者クリL,一プ､賛助団体もあります｡

また､ ｢集まりたい｣と願う方々の声も聞いています｡どうぞ､お気軽にお問い合わせください｡

SCD三工の会

【設立】 2005 (1117) ll

t対無】脊髄小脳変性症EA甘･

家族

【会費】年2500円

t組織】会長､副会長､ .77記,

会計

【会rl放7 60名

r会報】 iF12回発行

【活動内苓】

交流会(3回)､相談会.勉

強会

つぼみの会三暮

liLiL立】 1986 (S61) 723

(対な】 1 TF!糖尿柄IL1-6- ･ '束族

[会押】咋12000rLJ

l組織】会k､ (IilJ会良､会計.

監了rL

l会L1枚】 110辛,

【仝糾】イこ',吉野=こ発'fr

l I.T,一軌Jt]容】

｡措桝会､ 1)-/-キャンプ､

fTl,淡会.純【椎旅子r

全亙JI原病友の会三tA支部

【設立】 1994 (H6) 515

(対象】昭原病魁者.　一般(Fl

助全日)

L会館】 LT=･ 3600 rl]

(組織】支部長･副支部長･7わ:

務JJJ ･会計･運':U'.1番Ll ･

地区重い･輯助会ri

l会u数】 146名

t会報】 ｢かけ緬｣句･4回発fr

【活動内容】医療.演碗･相談会､

勉強会､交流会､ ttZ詣相成､

他同体との交流.機関紙

行､行政-の要守!

E3本てんかん1B全　く波の会)

三■:&支BB

l収rL､7.) 1987 (S57) 57

(対J:3!) lu.Tlt方･ '衷族･小門職･

(会･in iI 7200rT]

【組織】代I夫､釧代夫, 'f務IJJ

kL　細粒fH､L'l､会.汁,

(会il致】 851.

[会報I rしんじゆがい｣牛12

ll】1億行

lF`7;勅rJl'拝) 711流会､ l女糠講揃

会､勉強会.相談会､ '.ti.J,Fi

川.:1,､機riF]約億才r､行政

ハ･ll; LLl')

全Egパ-キンソン病友の会

三暮れ支eB

l.設立1 2005 (H17) 8

[対魚】パーキンソン病患者.

家族､ ･般(賛助会Ll)

r会書き1年3600円

(組織】会如､ bilJ会長､ 7rr務J.7)

泣､会計.会計監査

[会Ll牧】 148名

(会紺】 ｢パーキンソンみえ｣ Ll二

J Ll.]なlJ

(i.=T.･勅内容】食い〕大会･交流会

.7/ll願､関連団体との辿携

笑いの体験交流会

El本二分書稚症tB会三暮R支部

[讃､Ll) )991 (I13)

r対象】 -_'Jy脊椎1.1E心首謀族

[会館】叶6000Fリ本会Ll､

iT:I 2000 rJは‡助会Ll

(糾織】支部技､由.lJ文部良､ .拝

務l..).会.汁.会.汁監査

t会Ll数7 40 ･<Y.

[会報】 rつばさ｣隼4回光子T

【 rT.帆).] 'fi I

支部総会､令Lll女lEf;E<総会､

機IV】緋危行.糾t椎会､勉強



川体紹介

E]本■lJt色**性症ti会

三暮支林

(.没､'/.) 1996 (lL8) 1031

【対/it)網膜色糸家作症LLITlE ･
'bl'族

[会館】本部会'tM　5000H

l軒1線)支払lt､ (.'.11支払山､監

-TL､ PP_1i

r会u放】 96名

(会報】 Ll三l凹先行

l fI.一動IJ.71fi )

['T.二手在｡削'iu公､相.淡三三､交流

公.機陛】紙発行

みえ8 I Bの会

(.Lj''h立7 2003 (Iil5) 4

l対染】机凝縮性側索硬化症恕

者･`iI族･支援者

[全章苧】会f12000llL

桧助会Ll1 1000円

(組織】会長､副会鎚､咋務局

長､会.引,鮎災委口､

行FrLをH

l会Ll数】 87才.

(会報】午2rr･1潜行

t rl.一動t).) '4il

交流会､勉強会､ '心.llf.･･メ

-ルによる相.漢. I T支援

みえPBCの会

(.LX'l･､lJ_】 2003 (tll5) ll 17

[対壌】 JJ;.J発作fJli71 f'l肝雄饗ILl

B'･某族

Ei三世】牛　oIIJ

t#Il織】会止､ F拝携局､会Jl､

迎'LhI.'杏fi

rl'きよ1枚】 62 Y,

【会報J舛2l･･順行

l TJil軌rll]容】

u拓砧:ミl 1 I. ElHl'J'公･ 7k流

1ミll"】､役(.i_t8. 9卜.)､機

日本リウマチ友の会三暮支部

【L没､'/_] 1969 (S44) 622

t対敦】関節リウマチLP.斤'末技

[会館)牛4000Ilj

LfLL綴】女lfl;Lt. ELan支部Ll,､会

計.委Ll,監'Ji

l会Ll牧) 280号′】

【会軸I rあくHfの｣牛2LL･]発音T

l満lh.)JrJl]'和)瞑.府議IYA'全､療美

相u'&会､ il政-の■Efq!､女

榔報矩子i､交流会, JJiFTL】匹

に上る'LLLiLn'J三輪相.淡｢ I)ウ

-/チ1 10番｣

三JEAY友会

【LiXn･ltLL) 1975 (S50) 525

【対壌】 lilG･音族･輯助会n

l会費I牢4000IIJ

【組織】全山､ (.ilJ会fi. ･Ti務[;,】

良､弔拐JJJ次LIp,会LH

補佐,細粒部長,会L汁

監企､柄P完代Ji,幹部

[会H故1 1500g.

【会織】 ｢あした窮｣牛3回発行

【捕勅内布】腎疾怨総合対策,

啓発満軌､日1tJ.支援活動､

如テ拓ソrl y'/会議.勉強会

I'i年交流の上1,1､

三　暮　も　や　の　会

[歳､ン｣ 1997 (1-19)　4

r対/i!]卓バ,もや柄Iill.F ･'束放･

一般

(全件】保悶

(組織】会Lt､ ,Il碓J.jL Lltu占人

(会u数1 23才,

lf:報】 ｢ -_ifLIもやの:ミ｣ I,ト4,

.5回杜l']

lt.I.助内容】阿頼U葺砧会･相談

l/さ､勉餓会､交流J'?. ILGHi

相成,会報雅子T. fr政-U

慣Y7.仁科･ヒテオIYlLIJ.

みえI BD

E.tx'lJ､IL] 2004 (日16) 5

L対攻) TYll糊他人脳炎･ I/tJ-

ン納IL1-6- ･ `束族

L会2S･)牛1000Tl】

t組織】会Ji･.釧奈良､ ;三.汁､

r::..I I:∴.●r

l会ii歓】 120才】

(会軸J ｢暇人｣ fr- 1 -:=r･7

(活軌内容】

研lllr会.科稚教1-;､交流会

苛の計IrEli ･ FYrlイ打､会軸.i-呂の

海手】

三Ji心丘を守る会

llLj箕.､Jl.) 1982 (S57)

(対曳)心蜘病但ポ･家族

(会'Ln　月600rTl ･牛7200H

t組織】会1ヾ､ li務塙､会.汁､

会.il-監ナL iq.1･J･:'套Lユ22名､

[全日数) 99g.

[会報】 r心臓をよもる｣舛12

L.･1itl [

[活動内容】医糠｡祐滋会･相談

会､嫉77キャンプ､ボーリ

ング大会･クリス-.,ス会.

ill粘ソロソク会.溢･ L,I.いF㌍

係機I料-uJ要tf!隅動

革型碧空些垂
三圭県難病相鉄支援センター

【t　托】

059-223-5063

059-223-5035

【FAX】

059-223-5064

【時　間】 9　00-17　00

【内　容】

★難病にかかわる相談/難病団体

にかかわる問い合わせ/ ｢会を作

りたい｣などの相談などお気軽に

お問い合わせください｡



平賀.伊勢地域難病相談会 
報告.意見.さとめ 

昨年度センターが開設されるとともに始めた

地域難病相談会も9月3日で7地域を巡回し､

延べ参加者数は670名を超えました｡

伊賞地域難病相撲金

平成18年8月6田　45名参加

相談会の感想･要望
･病気の話だけでなく､精神面の話が聞けて

すごく良かったです｡

･薬のことを聞くことができ安心しました｡

･このような相談会は有効だと思います｡

･年2回くらい開催して欲しいです｡

･皆様､多くの万が囲難に立ち向かっておら

れるのを聞いて感動しました｡
･今後は通知の方法を考えて欲しいです｡

過.･'-竜;

伊勢地積難病橋詰会

平成1 8年9月3日　81名参力D

相談会の感想･要望
･できれば､伊勢志摩地方でも年2回くらい

開催してほしいです｡
･今後も開いていただきたいですo

･ 20歳以上でもインスリン代等､無料か半

額にできないか考えていただきたい｡

･いろいろな万の意見や､実例(仕事､結婚

など)を知りたいです｡
･薬の相談､将来に向けての不安などを相談

できました｡

･年金と移植問題について相談ができました｡

･いろいろな情報を得て大いに役立ちました｡

★いただきましたたくさんのご意見やご要望は､写後

に生かしていき､皆さんの期待の応えていさたいと考

えています｡また､さまざまな情重臣を必要としている

方に連絹や情報が届くよう､きめ細かい対応と運営を

行っていきたいと考えています.

ある日の相談から･･･ ･･--

20代の女性(膨原病.大腿部骨頭壊死･大腿部手術歴あり)
難病相談支援員　神田

からの相談ですo　この女性は､就職先を探すためハロ-ワークの障害者担当窓口を訪ねま

した｡無理をしなければ普通に歩け､立っていられます力＼担当音は､障害者手帳の提示

と状況の説明を受けたものの､上手く伝わらなかったらしく｢手術もしているし､歩くこ

と､立つことが厳しいのではないか｣と勘違いされてしまったようです｡そのため､歩か

なくてもよい職業のみで探していただいたので思うような結果は得られず､センターに相

談にこられました｡

そこで､センターではハローワークの短期職Ⅰ易訓練事業の紹介をしました.その後､難

病や障害状況をハローワークの担当者に再度説明をし､あきらめずハローウークへ何度も

そして､条件にあった仕事が見つけることができましたo



啓発編

ら

★　貸し出し(1ケ月)や閲覧が出来ます

のでこ希望の万はこ来所ください｡

★　図書コーナー用にお薦めの図書や

｢難病｣に関わる内容でセンターに寄

贈できる本がありましたらこ-相く

ださい｡



訴知らせ
三重県難病書胞i汚:探t:ンター

難病患者にかかわる万々への啓発や相談支援の

資賀向上を目的に､難病悪書にかかわる防災情報

の警備､ピアカウンセリングとしての相談文可応手

法の実践等にTl ＼て､専門家､冥汚毒を講師とし､

参加者から提出された賃料をもとに石刑茅を行いま

す｡対象は､難病志音､医原･福祉･保健業務関

係機関職員､ボランティア及びボランティア希望

者､難病相談員､難病相岩近芝堤昌です｡

【内容】 11月

｢大現侵災害時の難病患者の防災にJl ＼て｣

講師に防災コーディネーター予定(∋災害時の

問題点壇)災害時の対処法吉夢後の課題

駆■『
｢ピアカウンセリングの実際｣臨床心理士(予定)

全国の難病センターや難病に関わる関係者が一

同に集まり研究会を開きます｡年2回開催で､今回

は､静岡市で開催されます｡

期日/10月14日(土) ～15日(日)

会場/静岡市等itiS可区池EB7 9 I 4

｢クランシップ｣にて

地域難病噸会
7. E)時　77月5日旧日1時邦分～75時

2.噂斤　熊野市保健梅虻センター

3.内専

(彰固射こJ;舌鵬

②生活･廊験･福祉l正美

雌病.Eil.K',i;:族のILll'lみやイ二女を角紺iするために 

センJJ一一がけTrl.殺されています.⊃121棚牡1(/淵卯.]= 

a)F人】､【'J;.赦付帥助を受けられるU)は45の｢抑 
''ii'1～三心(止し片88仇)/i.)]r′トLLILLit1.,日;.rl-=必i.i,lil.(lLlrl. 

斤1200ケ】)｣Uリ.IこではrEiE=Jl系者はlO)j人にU) 

ほろ｣と比ています..掛榊tl.淡文士乱12^/.が'.i;I; 

上紙していますu)で､お'式楓こご川談くださいU 

●艮体の事業と疾患汚雌

詳細臥　tlンヤーに柵l合わせくだまい｡

(1 )疾病ごとの団体の事業(10-12月)

再髄JJ岨逆性症 ����ﾃ�9(i��7H8ﾘ6(4靠�zﾈﾇﾂ愛2�

請.手品.演一u)/県惚仮庁舎 

膠原病 ���ﾈ馭ｹ��&霎hﾏ�zﾈﾇﾂ�

1型糖尿病 免ﾂ��冽Hﾝx�{xﾗ2�

てんかん ����ﾄh�ﾏ�zﾈ橙��驢�~��嫌�ｒ�

網膜色素蛮性圧 ����ﾃ8�,ﾈﾏ�zﾈﾇﾂ�

関証iリウマチ ��"���fｹ��8ｨ4X7ﾘ6�敢�(ﾇﾂ�

i助F扶陽炎. クローン病 ���ﾈ靼yL)Jﾘﾗ2�

筋萎矧生側索硬化症 ����#做�,ﾈﾏ�zﾈﾇﾂ�784�6ﾘ��B��

会場′□ワレ21四日而 

腎屁病 ����ﾃ�(ﾊH�8ﾇﾉYxﾊ(,h�ｨ�>"��

ICi両面 ����ﾃ8ﾏ�zﾈﾇﾂ�7ﾈ�ｸ8ｨ984�ﾂ停�

原発胆汁性肝旺蛮 ����ﾃ�)]xｺﾘﾇﾂ����hｨｘ檍�｢�4��

スト津.講師′管理栄壬± 

もやもや病 ��(ﾈ陞��Jﾘﾗ2�

二分脊ー駈 ��

乳ガン(あrjiまのAiD ����#(�9Ux�n�ﾇﾂ位y�ﾙ[h5｢��

(2)疾患別相談(患者家族による)10-12月

【会場】三重県折目談支援センター

【時間】 10:00-16:00

脊髄小脳変性症 ����#c���ﾃ�C�(�ﾃ�B�

願原病 免ﾂ��"�#b�

1型確尿病 ��(�ﾃr�

てんかん �������

網膜色素変∫悩iE ����3�"��"�

関節リウマチ ����#C�(�ﾃR�

パーキンソン病 �����s�(�ﾃ�r�

潰薦性大腸炎.プロ 免ﾂ�#��
-ン病 

筋萎矧隻側索硬化症 �����#����

腎臓病 牝�Vﾆﾂ�3��"�#��

心且蔵病 ���������"�

原発月琴十性月而更変 ����3����ﾃ�b�

もやもや病 免ﾂ�#��(�ﾃ#��

二分再椎症 冕).��


